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１．概要 

 

ＦＣ８３９－Ｓ２は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳアドバンスオンボードフラッシュマイコンプログラ

ム用のコントロールモジュールです。 

ＦＣ８３９－Ｓ２は、ＵＣＯＰ共通ＣＡＮプログラミングプロトコル仕様で規定されるＣＡＮプログ

ラマ（Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ専用）用定義体です。 

書き込み制御情報を内蔵したＰＣカードで構成されます。 

コントロールモジュール（ＰＣカード）の書き込み制御情報エリア以外は、ＤＯＳファイル領域 

として、お客様がホストコンピュータ上で作成したオブジェクトファイルの一時的保管領域等として 

ご利用頂けます。 

コントロールモジュールは、／Ｐ６４，／Ｄ６４，／Ｄ２５６，／Ｄ５１２のオプション指定となり

ます。 

コントロールモジュールオプションは、対応できるコンパクトフラッシュカードのサイズにより決ま

っており、それぞれ、／Ｐ６４は、６４Ｍバイトまで、／Ｄ６４は、６４Ｍバイトまで、／Ｄ２５６

は、２５６Ｍバイトまで、／Ｄ５１２は、５１２Ｍバイトまでとなっております。 

Ｄタイプは、コントロールモジュールフォルダ切り換えが可能です。 

 

本コントロールモジュールで書き換えを行うためにはＣＡＮターゲットプローブ（ＡＺ４１４， 

ＡＺ４１５）が必ず必要です。 

ＣＡＮターゲットプローブについては、弊社サポートセンタまたは弊社代理店へお問い合わせ下さい。 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

このコントロールモジュールでは、対応する各種マイコン用マイコンパック（ＦＣ８３９－Ｓ２Ｘｘｘ）

との併用によって、フラッシュメモリへのリプログラミングが可能です。 

必ずＦＣ８３９－Ｓ２Ｘｘｘを定義体に組み込んでご利用下さい。 

お客様がご利用になられるマイコン用のマイコンパックが弊社ホームページ上にない場合は、弊社サポ

ートセンタ又は弊社代理店へお尋ね下さい。 

弊社では、お客様のシステムにあわせたカスタマイズ開発サポート(有償)もおこなっております。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＣ８３９－Ｓ２ 

対象マイコン ＦＣ８３９－Ｓ２Ｘｘｘマイコンパックで規定 *1 

フラッシュメモリ容量 同上 *1 

フラッシュメモリアドレス 同上 *1 

書き込み制御時のＶｐｐ － 

デフォルト値 － 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 

電圧最低値 
－ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

 

ＣＡＮインタフェイス 

  ５００Ｋ bps／１Ｍ bps／２５０Ｋ bps／１２５Ｋ bps 

 

ターゲット―ライタ間の 

転送データフォーマット 
バイナリ 

マイコンイレーズ状態 ＃ＦＦ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
ＦＣ８３９－Ｓ２Ｘｘｘマイコンパックで規定 *1 

 

*1：詳細は各種マイコンパックマニュアルをご覧下さい。 

  書込み禁止エリアの一部にはあらかじめブートプログラマなどによりＩＰＲ（ユーザ固有の初期

化プログラムルーチン）及びＩＢＬ（株式会社ＤＴＳインサイトの提供するブートローダ）を予め対

象マイコンに対し書き込んでおく必要があります。 

ＩＰＬ、ＩＢＬの詳細は各マイコンパックの技術資料（ＴＲ－ＦＣ８３９Ｓ２Ｘｘｘ）をご覧下さい。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 

ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行います。 

リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインストラク 

ションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ イメージ図です。（実際の画面とは異なることがあります。） 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳの 

インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 

ＦＣ８３９-Ｓ２では、この設定は“ｒ”Ｅｎｔｒｙモード時に必要です。 

“ｒ”Ｅｎｔｒｙモードへ設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談

ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 

設定してください。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ本体ではＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

 

最終ブロックは、何も記入しないで下さい。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

３   

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

ターゲットマイコンの動作クロックを設定します。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

マイコン固有のオペレーションモードを設定します。 

ＦＣ８３９-Ｓ２では、この設定は不要です。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 

機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１９ピン端子）信号から出力されます。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 

マニュアル【 ５－４－７ ウォッチドックタイマ設定 】をご参照ください。 

 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＦＣ８３９-Ｓ２では、下記の設定値はすべて無効になりますので設定は不要です。 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

但し、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ本体では先頭から１６桁までしか表示されません。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑨の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ イメージ図です。（実際の画面とは異なることがあります。） 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 

２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの

場合）する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示しています。 

 

 

③ ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ターゲット MCU メモリ空間 First Addr

               ブロック境界 →

                                                    Last Addr
                                                           
                     
                        

                                                        
                                                         

FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)

FUNC  0 アドレスセットとアドレスアライメント

実際の対象領域：     ＋
   ブロック境界に自動アライ

   メントされる

フラッシュメモリ：

 小さなフラッシュメモリブロック

 の集まりから構成されている。

 特に消去が 1 ブロック単位でしか

 行えない。

   (1 バイト単位で消去できない)

ブロック構成、内蔵エリア設定

は、AZ290 を使用して行う。

図
２
－
２
－
２
－
１
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                        ターゲット MCU メモリ空間  First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                                               →セーブ時の

                                                                                  ｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                    Last Addr

                                                          注意                     Binary File

                        

                                                        
                                                         

0001020

3040506

070809

…

 フラッシュメモリ領域
FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  F 5
転送アドレス設定

First Addr と
Rom First は必ず同一

設定する

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)
通常は

FUNC  0
FUNC  D 6    同一設定

FUNC  F 5
FUNC 0 D5,D6 の設定が一

致していないとき、AF200
のパワーON 時アラーム警

告が出ます。

アドレス設定ファンクション

DOS File：バイナリファイルの

転送エリア(バイナリファイルに

はアドレスが入っていないため)

図
２
－
２
－
２
－
２
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータやＣＡＮ通信用パラメータが設定されています。 

変更される際はお客様の責任において変更を行って下さい。 

ＣＡＮ通信用パラメータ設定に関しては後述します。 

 

 

 

 

※ イメージ図です。（実際の画面とは異なることがあります。） 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

【FUNC 0】による 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【FUNC D6】による 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 

実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank*2 ■Blank*2 □Blank  ■Blank*2  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*1 ■Read ■Read*1 ■Copy 

     ■Read 

備考 

 
 各デバイスファンクションは、ブロック単位で実行されます。 

 

【 注意事項 】 

 デバイスファンクション実行時： 

   デバイスファンクション実行時には、コントロールモジュールのＤＯＳ領域には、書込み制御 

   プログラム（拡張子が ．ＢＴＰ）ファイルを配置してください。 

   配置していない場合には、エラーが発生します。（”１１０Ｅ：ＢＴＰ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ”） 

     また、２つ以上存在する場合もエラーが発生します。（”１１０Ｆ：ＭＯＲＥ ２ ＢＴＰ  

ＦＩＬＥＳ”） 

     配置する書込み制御プログラムファイルは１つだけにして下さい。 

 

デバイスファンクション実行領域： 

     デバイスファンクション実行領域は、フラッシュメモリ全領域または一部領域です。 

     一部領域とは「Parameter Table 1」の ROM Block Configuration に登録されている 

     ブロックを指します。 

     一部領域にデバイスファンクション実行する場合、実行サイズが各ブロックのサイズより 

     小さくならないように注意して下さい。 
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＊ １：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、Ｒｅａｄ  

Ｖｅｒｉｆｙは、Ｒｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ ９９ 】で設定されている 

リードベリファイが実行されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのリードモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 

ションマニュアル【 ５－４－１９ リードモード切替 】をご参照ください。 

 

① ＳＵＭリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を（８ビット加算、１６ビット加算 

した値でオーバーフローは無視）を読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時に転送した 

書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

② ＦＵＬＬリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時 

に書き込みデータと比較します。 

 

 

＊ ２：Ｂｌａｎｋチェックコマンド 

Ｂｌａｎｋチェックは、ＢＬＡＮＫチェックモード【 ＦＵＮＣ ８８ 】で設定されている 

Ｂｌａｎｋチェックが実行されます。 

 

① プログラマブランクチェック 

マイコンからフラッシュメモリのデータを読み出し、プログラマ側でフラッシュメモリ域 

がブランクであるかチェックを行います。 

② マイコンブラックチェック 

マイコンへブランクチェックコマンドを送信し、マイコン側でブランクチェックを行い、 

その結果をプログラマへ送信します。 
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２－４．アドレス変換機能 

 

ご使用のマイコンによっては、フラッシュメモリの領域が複数あったり、EEPROM領域が存在したりする

ものもあります。 

複数のフラッシュメモリが近いアドレスに配置されている場合には、弊社ライタのバッファを容易に構

築することが可能ですが、離れたアドレスに配置されていた場合には、弊社ライタのバッファを容易に

構築することができません。 

（複数の遠いフラッシュメモリを１つのライタのバッファで構築する場合、バッファのサイズが非常に

大きくなったり、そのためにパラメータファイルのロードに時間がかかったりします。） 

 

そのため、本定義体ではバージョン 12.06以降に、書き込みファイルをダウンロードする際や、書き込

みを行う際に、アドレスを変換する機能を持っております。 

上記機能を使用すれば、複数のフラッシュメモリが離れたアドレスに配置されていたとしても、アドレ

スを変換することによって、近いアドレスに領域を変換し、ライタのバッファメモリを小さくすること

ができます。 

 

アドレス変換機能のイメージを下記に記します。 

 

アドレス変換イメージ（例） 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address Target Micom 

#00000000 

 

 

 

#001FFFFF 

フラッシュ

メモリ１ 

 #00000000 

 

 

 

#001FFFFF 

フラッシュ 

メモリ１ 

 #00000000 

 

 

 

#001FFFFF 

フラッシュ 

メモリ１ 

   #00200000 

 

#00207FFF 

フラッシュ 

メモリ２ 

   

#01000000 

 

#01007FFF 

フラッシュ

メモリ２ 

 

 #00208000 

 

#0020FFFF 

フラッシュ 

メモリ３ 

 #01000000 

 

#01007FFF 

フラッシュ 

メモリ２ 

     

 

 

   

#FF200000 

 

#FF207FFF 

フラッシュ

メモリ３ 

    #FF200000 

 

#FF207FFF 

フラッシュ 

メモリ３ 

 

＊オブジェクトファイルをロードする際に、自動的にアドレスが変換され、バッファメモリに格納され

ます。 

＊書き込み時にライタから送信されるアドレスは、実際のフラッシュメモリのアドレスになります。 
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上記機能を使用するためには、パラメータを変更します。 

 

パラメータ情報 

パラメータアドレス サイズ 内容 

0x600 4byte アドレス変換機能使用有無フラグ 

(bit31  0:アドレス変換機能不使用 

        1:アドレス変換機能使用) 

0x604 4byte アドレス変換ライタバッファ先頭アドレス 1 

0x608 4byte アドレス変換元先頭アドレス 1 

0x60C 4byte 変換領域サイズ 1 

0x610 4byte アドレス変換ライタバッファ先頭アドレス 2 

0x614 4byte アドレス変換元先頭アドレス 2 

0x618 4byte 変換領域サイズ 2 

0x61C 4byte アドレス変換ライタバッファ先頭アドレス 3 

0x620 4byte アドレス変換元先頭アドレス 3 

0x624 4byte 変換領域サイズ 3 

0x628 4byte アドレス変換ライタバッファ先頭アドレス 4 

0x62C 4byte アドレス変換元先頭アドレス 4 

0x630 4byte 変換領域サイズ 4 

 

上記パラメータファイルを変更するには、Remote Controllerの Parameter Table2を使用します。 
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Parameter Table2を開きますと、下記パスワード入力画面が表示されます。 

 

「AF200」と入力し、OKボタンを押してください。 

(大文字、小文字を判別しますので、大文字で AFと入力してください。) 

 

先のページのアドレス変換イメージにそってパラメータを変更すると、下記図のようになります。 

 

 

 

パラメータを変更しましたら、Remote 画面右側の OK ボタンを押して、パラメータの設定情報をライタ

に反映させてください。 
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３．ＣＡＮ通信設定方法 

ＦＣ８３９－Ｓ２には、下記に示す固有機能（ＦＵＮＣ ８ｘ）を利用した方法とＰａｒａｍｅｔｅｒ  

Ｔａｂｌｅ ２を使用した方法の２つの方法を利用してＣＡＮ通信に関してお客様サイドで設定してい

ただくことが可能です。 

ＣＡＮ通信における設定につきましてはマイコンによってサポートしていないものもあります。 

 

 

３－１．固有機能（ＦＵＮＣ ８ｘ）を用いた設定方法 

 

【 ＦＵＮＣ ８１ 】ＩＤ(ライタ→マイコン)フォーマット設定 

  ＣＡＮ通信を行う際の、ＩＤ(ライタ→マイコン)のフォーマットを設定します。 

  “ＳＴＡＮＤＡＲＤ”又は“ＥＸＴＥＮＤＥＤ”を選択できます。 

   

 

【 ＦＵＮＣ ８２ 】ＩＤ(マイコン→ライタ)フォーマット設定 

  ＣＡＮ通信を行う際の、ＩＤ(マイコン→ライタ)のフォーマットを設定します。 

  “ＳＴＡＮＤＡＲＤ”又は“ＥＸＴＥＮＤＥＤ”を選択できます。 

 

 

【 ＦＵＮＣ ８３ 】ＣＡＮ通信ボーレート設定 

  ＣＡＮ通信のボーレートを設定します。 

５００Ｋｂｐｓ／１Ｍｂｐｓ／２５０Ｋｂｐｓ／１２５Ｋｂｐｓを選択できます。 

   

 

【 ＦＵＮＣ ８６ 】ＩＤ設定 

  ＣＡＮ通信を行う際の、ＩＤを設定します。 

 

 

【 ＦＵＮＣ ８７ 】ＫＩＬＬレジスタＯＮ 

  ＫＩＬＬレジスタをＯＮにします。 

 ＫＩＬＬレジスタをＯＮにすると、以後ＣＡＮでの通信ができなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 20 

 

【 ＦＵＮＣ ８８ 】ブランクチェックモード設定 

  下記の２つのブランクチェックモードを設定出来ます。 

① 「ＮＯＲＭＡＬ ＢＬＡＮＫ」 

マイコンからフラッシュメモリのデータを読み出し、プログラマ側で 

フラッシュメモリ域がブランクであるかチェックを行います。 

②「ＥＸＴＥＮＤＥＤ ＢＬＡＮＫ」 

 マイコンへブランクチェックコマンドを送信し、マイコン側で 

 ブランクチェックを行い、その結果をプログラマへ送信します。 

 

 

【 ＦＵＮＣ ８９ 】Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＩＤ追加 

  ＣＡＮ通信を行う際の、ＩＤを追加します。「ライタ→マイコン」と「マイコン→ライタ」のＩＤ 

を組で指定します。片方のみ指定する場合は。指定しない方のＩＤはスタンダードＩＤを「７ＦＦ」 

拡張ＩＤは「０００００」フォーマットは「ＳＴＡＮＤＡＲＤ」として下さい。 
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３－２．Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２を使用した設定方法 

 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２を用いてＣＡＮ信号変換用に使用されているＨ８Ｓ/２６２３Ｆ 

のＢＣＲ（ビットコンフィグレジスタ）の設定を変更することが可能です。 

この方法で設定を変更された後、Ｆｕｎｃ ８３を使用してボーレートを変更しますと設定値が 

Ｆｕｎｃ ８３のものに上書きされますのでご注意下さい。 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２の画面を開く際、パスワードを求められます。 

パスワードは大文字で「ＡＦ２００」と入力して下さい。 

ＣＡＮ設定以外のパラメータは変更しないで下さい。 

変更される際はお客様の責任において変更を行って下さい。 

また、変更により生じた一切の損害に関して弊社は責任を負わないものとします。 

 

 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２のアドレス＃０Ｃ０～＃０Ｃ３に 

・ボーレートプリスケール (下図 a) 

・Ｒｅｓｙｎｃｈｒｏｎｉｓａｔｉｏｎ Ｊｕｍｐ Ｗｉｄｔｈ (下図 b) 

・Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ １ (下図ｃ) 

・Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ ２ (下図ｄ) 

・ビットサンプルポイント (下図 e) 

以上５つのビットパラメータ要素を配置してあります。 

 

Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲを設定する為に、デバイスファンクション開始時にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

からＡＺ２５０－Ｓ１へ４ｂｙｔｅのデータを送信しています。 

また、Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの設定はデバイスファンクションを実行する度に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４Ｂｙｔｅデータ

Ｂｉｔ０Ｂｉｔ０ Ｂｉｔ０Ｂｉｔ０ Ｂｉｔ７Ｂｉｔ７Ｂｉｔ７Ｂｉｔ７

１ｓｔ送信データ ２ｎｄ送信データ ３ｒｄ送信データ ４ｔｈ送信データ

未使用 ｅ ｄ ｃ ｂ ａ

parameter table2

0C0 0C30C20C1



 22 

 

① ボーレートプリスケール：６Ｂｉｔ 

   Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲのＢｉｔ８～Ｂｉｔ１３に設定するデータです。 

   Ｈ８Ｓ/２６２３Ｆ内のＣＡＮブロック動作クロックの逓倍率を決定します。 

   ４ｔｈ送信データのＢｉｔ０～Ｂｉｔ５とＨ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの 

   Ｂｉｔ８～Ｂｉｔ１３が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Ｒｅｓｙｎｃｈｒｏｎｉｓａｔｉｏｎ Ｊｕｍｐ Ｗｉｄｔｈ：２Ｂｉｔ 

   Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲのＢｉｔ１４, Ｂｉｔ１５に設定するデータです。 

   ビット同期の最大範囲を設定します。 

   ４ｔｈ送信データのＢｉｔ６, Ｂｉｔ７とＨ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの 

   Ｂｉｔ１４, Ｂｉｔ１５が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＣＲ５ ＢＣＲ４ ＢＣＲ３ ＢＣＲ２ ＢＣＲ１ ＢＣＲ０

0C0 0C30C20C1

ＢＣＲ７ ＢＣＲ６

0C0 0C30C20C1
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③ Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ １：４Ｂｉｔ 

   Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲのＢｉｔ０～Ｂｉｔ３に設定するデータです。 

   プラス側の位相ずれを吸収する為のバッファセグメントを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３ｒｄ送信データのＢｉｔ０～Ｂｉｔ３とＨ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの 

   Ｂｉｔ０～Ｂｉｔ３が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１Ｂｉｔタイム(８～２５ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ)

１ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ
Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ１

２～１６ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ
Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ２

２～８ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ

サンプルポイント

シンクロナイゼーション
セグメント

プロパゲーション
セグメント

フェーズバッファ
セグメント１

フェーズバッファ
セグメント２

ＢＣＲ９ ＢＣＲ８ＢＣＲ１１ ＢＣＲ１０

0C0 0C30C20C1
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④ Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ ２：３Ｂｉｔ 

   Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲのＢｉｔ４～Ｂｉｔ６に設定するデータです。 

   マイナス側の位相ずれを吸収する為のバッファセグメントを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３ｒｄ送信データのＢｉｔ４～Ｂｉｔ６とＨ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの 

   Ｂｉｔ４～Ｂｉｔ６が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ビットサンプルポイント：１Ｂｉｔ 

   Ｈ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲのＢｉｔ７に設定するデータです。 

   データをサンプリングするポイントを設定します。 

   ３ｒｄ送信データのＢｉｔ７とＨ８Ｓ/２６２３ＦのＢＣＲの 

   Ｂｉｔ１５が対応しています。 

 

 

 

 

１Ｂｉｔタイム(８～２５ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ)

１ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ
Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ１

２～１６ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ
Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ２

２～８ＴｉｍｅＱｕａｎｔａ

サンプルポイント

シンクロナイゼーション
セグメント

プロパゲーション
セグメント

フェーズバッファ
セグメント１

フェーズバッファ
セグメント２

ＢＣＲ１４ ＢＣＲ１３ ＢＣＲ１２

0C0 0C30C20C1

ＢＣＲ１５

0C0 0C30C20C1
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４．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

４－１．概要 

本コントロールモジュールのでは、コマンド実行に先立って、書き込み制御プログラム（ターゲット 

マイコン上で動作する）をマイコンへ転送し、その制御プログラムのもとでフラッシュメモリの、 

書き込みを行います。 

転送される書き込み制御プログラムは、コントロールモジュールのＤＯＳ領域内に、あらかじめ、 

ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイル名で配置します。 

ｘｘｘ．ＢＴＰは、コントロールモジュールのＤＯＳ領域内にただ一つだけの配置が許されています。 

２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでの、 

ご利用はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPRESS 

ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

abc.S 

xxx.BTP 書き込み制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｨﾙ 

DOS領域 

ﾌﾞｰﾄされた書き込み 

制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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４－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

書き込み制御プログラムは、弊社ホームページ上の当該マイコン用マイコンパックの中に登録されて

います。マイコンパックをダウンロードしてご利用ください。 

 

弊社ホームページアドレス ：http://www.dts-insight.co.jp/ 

ダウンロードサイト       ： 

https://www.dts-insight.co.jp/support/support_netimpress/top/index.php?m=Search 

 

 

次の要領で本コントロールモジュールのＤＯＳ領域へのファイルセーブを行います。 

Ⅰ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータの場合 

① ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータに本コントロールモジュールを、 

実装します。 

この時、ＰＣカードドライバが正しくインストールされていることを前提とします。 

 

② ダウンロードしてきたマイコンパック内から、書き込み制御プログラム（ｘｘｘ．ＢＴＰ）を 

コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 

 

 

Ⅱ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもたないパーソナルコンピュータの場合 

① ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとＡＺ４９０を接続します。 

 

  ②  ダウンロードしてきたマイコンパック内から、書き込み制御プログラム（ｘｘｘ．ＢＴＰ）を 

Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画面のＢｕｎｄｌｅ Ｆｉｌｅ 欄にある Ｆｉｌｅ Ｃｏｐｙ 

（Ｌｏａｄ）の機能を使用してコントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 
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５．暗号機能 

５－１．暗号機能の概要 

本コントロールモジュールには、暗号を送信する機能があり、ターゲットマイコンには、暗号を受信・

解読する機能が組み込まれています。 

暗号を送信することで不正なデータ書き込み、及び読み出しを防ぐことができます。 

また、暗号はデバイスファンクション実行時に毎回、マイコン側に送信され、暗号がチェックされます。 

 

 

５－２．暗号処理フロー 

図５－１に暗号処理フローを示します。 

 

次の２種類の方法で、暗号コードを入力する事ができます。 

 ① “×××．ＫＥＹ”の拡張子をもつ暗号ファイルを、コントロールモジュールのＤＯＳファイル 

   領域にあらかじめ配置しておく方法。 

   暗号ファイルは、カレントファイル名（現在、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳバッファＲＡＭに展開 

    されているファイル名）と同じである必要があります。（拡張子は”ＫＥＹ”） 

  

  ②Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのキーボードから、暗号コードを入力する方法 

   暗号領域のアドレスと暗号コードを直接打ち込む方法です。 

   コントロールモジュールのＤＯＳ領域に、暗号ファイルまたはマスターキーファイル（ＹＸｘｘ

Ｃ８３９.ＡＭＫ）を配置して頂く事で、キーボード入力する際の暗号アドレスガイダンス機能が

ご利用頂けます。 

 

どちらの方法をご使用になる場合も必ずマスターキーファイル（ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭＫ）を 

配置して下さい。 

 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体でご利用頂く場合は、①、②の双方の暗号入力方法がご利用頂けます。 

ＰＣからのリモートコントロールでＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをご利用になる場合には、①の暗号ファイル

による方法をご利用下さい。 

暗号ファイルは、別売りのセキュリティファイルゼネレータ（ＡＺ２８１）を、ご利用頂くことで、 

容易に作成できます（図５－２参照）。 

 

キーワード入力方法 リモートコントロール スタンドアロン（単体） 

① 暗号ファイルを利用 ○ ○ 

② キーボード入力を利用 × ○ 
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マスターキーファイルは、弊社ホームページ上の当該マイコン用マイコンパックの中に登録されて 

います。マイコンパックをダウンロードしてご利用ください。 

 

弊社ホームページアドレス ：http://www.dts-insight.co.jp/ 

ダウンロードサイト       ： 

https://www.dts-insight.co.jp/support/support_netimpress/top/index.php?m=Search 

 

次の要領で本コントロールモジュールのＤＯＳ領域へのファイルセーブを行います。 

Ⅰ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータの場合 

① ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータに本コントロールモジュールを、 

実装します。 

この時、ＰＣカードドライバが正しくインストールされていることを前提とします。 

 

② ダウンロードしてきたマイコンパック内から、マスターキーファイル（ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭ

Ｋ）をコントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 

 

 

Ⅱ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもたないパーソナルコンピュータの場合 

① Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳとＡＺ４９０を接続します。 

 

② ダウンロードしてきたマイコンパック内から、マスターキーファイル（ＹＸｘｘＣ２３９．ＡＭ

Ｋ）をＦｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画面のＢｕｎｄｌｅ Ｆｉｌｅ 欄にある Ｆｉｌｅ Ｃｏｐｙ 

   （Ｌｏａｄ）の機能を使用してコントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 

 

 

 

マスターキーファイルのファイル名は、次の構成になります。 

ＹＸｘｘ Ｃ８３９．ＡＭＫ 

 

 

 

 

 

＊）ＦＣ８３９－Ｓ２では初期設定ファイルに登録されているパスワードチェック領域中の任意のアド

レスに７バイト以上、２５５バイト以下で暗号の配置が可能です。マスターキーファイルには暗号

配置例として、配置可能先頭アドレスから配置可能最小サイズ分の領域の情報が入っています。 

 

 

 

 

 

 

 マスターキーファイルを示します 

コントロールモジュールの型名を示します 

マイコンパック名 

当該マイコン用マイコンパック名です 

https://www.dts-insight.co.jp/support/support_netimpress/top/index.php?m=Search
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弊社ホームページより当該マイコンパックをダウンロードし、ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭＫを 

コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置して、ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 暗号処理フロー ＞ 

コントロールモジュール 

ａｂｃ．Ｓ 

ａｂｃ．ＫＥＹ 

ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭＫ 

コントロールモジュール 

ａｂｃ．Ｓ 

ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭＫ 

コントロールモジュール内にカレント 

オブジェクトファイル（ａｂｃ．Ｓ） 

のキーファイル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が 

存在する場合は、ａｂｃ．ＫＥＹ 

ファイルを暗号ファイルとして扱い、こ

の中のファイルから暗号コードを 

送出します 

コントロールモジュール内にカレント 

オブジェクトファイル（ａｂｃ．Ｓ）の 

キーファイル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が 

存在しない場合は、マスターキーファイル

（ＹＸｘｘＣ８３９．ＡＭＫ）を暗号ファ

イルとして扱います 
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ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ開始

ID送信回数初期化

IDが登録されているか？

IDを送信

IDが一致？

AMKﾌｧｲﾙが存在するか？

AMKﾌｧｲﾙよりIDを抽出

IDが一致？

ｶﾚﾝﾄﾌｧｲﾙ名と一致する
KEYﾌｧｲﾙが存在するか？

IDが一致？

KEYﾌｧｲﾙよりIDを抽出

Remote
ｺﾝﾄﾛｰﾗ制御

キ－操作によるID入力

IDを送信

IDが一致？

ID送信回数ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ

ID送信回数 ＞ ３No

Yes

No

No

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ中断 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ続行

IDを登録

IDを送信

IDを送信

No

No

No

Yes

Yes

Yes

ID初期化

ID初期化

図５－１ 
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※ イメージ図です。（実際の画面とは異なることがあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 
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５－３．暗号コードのキーボード入力方法（スタンドアローン） 

  暗号コードをＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのキーボードより入力する際、暗号ファイルまたはマスター

キーファイル（ＹＸｘｘＣ８３９.ＡＭＫ）を配置して頂く事で、キーボード入力する際の暗号アドレス

ガイダンス機能がご利用頂けます。 

  カレントオブジェクトファイルの暗号ファイルが、コントロールモジュールＤＯＳ領域にない場合は、

このマスターキーファイル中のキーアドレス情報をもとに、入力すべきキーワードアドレスをＬＣＤ上

に表示します。 

 

＜ 暗号コード入力手順 ＞ 

①マスターキーファイルが登録されている場合、カレントオブジェクトファイルの暗号ファイルの内容

とマイコンの中の暗号コードと一致しない場合は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのＬＣＤ上に入力すべ

き暗号コードのアドレスガイダンス情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

②データ（Ｄ＝）の項に暗号データを入力し、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳの          キーを押します。

ＳＥＴキー押下後、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、次の暗号コードアドレスを表示します。 

 

 

 

 

 

③同じように、所定のバイトの暗号コードを入力します。 

全暗号コードが入力されると、ＬＣＤ上の暗号コードアドレスがブランクとなります。 

 

設定した暗号コードの確認後、     キーを押すと、テンキーより入力した暗号コードがカレン

ト暗号コードとしてＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ内部に登録され、当該マイコンへ暗号コードが出力さ

れます。 

カレント暗号コードは、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳの電源がオフになるか、新たなカレント暗号コー

ドが登録されるまで有効です。 

 

④出力された暗号コードに対し、マイコン側で“不正”の応答を返してきた場合、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰ-

ＲＥＳＳは、再度、暗号コードのキーボード入力シーケンスをはじめから開始します。 

暗号コード送信に対して、不正（不一致）の応答が続くと、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、デバイス

ファンクションの実行を中断します（不一致が３回続くと、中断されます）。 

 

 

注意：暗号ファイルまたはマスターキーファイル（ＹＸｘｘＣ８３９.ＡＭＫ）を配置されていない場合 

      アドレス情報も入力していただく必要があります。 

 

ＦＣ８３９Ｓ２ 

/        /ＲＥＡＤ   / 

Ａ＝０００１００００ / Ｄ＝ＦＦ 

 

SET 

SET 

ＦＣ８３９Ｓ２ 

/        /ＲＥＡＤ   / 

Ａ＝０００１０００１ / Ｄ＝ＦＦ 

 



 33 

６．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

ターゲットプローブコネクタとしまして、ＡＺ４１４(両端 26pinコネクタ) 、ＡＺ４１５(D_sub 9pin

コネクタ)の２種類をご用意しております。 

 

６－１．信号一覧表 

本コントロールモジュールをご利用いただいた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を 

それぞれＡＺ４１４は表６－１に、ＡＺ４１５は表６－２に示します。 

 

マイコン信号名 ＡＺ４１４信号名 マイコン信号名 

 TCK 14 1 GND GND 

 TRES 15 （2） /TRES  

TVcc TVccs (16) 3 TVccd  

 TI0 17 4 TTxD  

 TAUX5 18 5 TRxD  

 WDT （19） 6 Reserve  

 TBUSY 20 7 Reserve  

 TAUX2 21 8 TAUX  

 TAUX4 （22） （9） TAUX3  

 TMODE 23 10 /TICS  

CANL CANL_high 24 11 CANH_high CANH 

 CANL_low 25 12 CANH_low  

GND GND 26 13 CANH_sing  

表６－１ 

 

 ○ は、必ず接続していただく信号線です。 

( )の信号線は、必要に応じてご利用ください。 

○,( )がついていない信号ピンは、絶対にターゲットシステム回路と接続しないで下さい。 
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ＡＺ４１５信号名 ＡＺ４１５ 

ピン番号 

マイコン信号名 

TVccs （1） TVcc 

CANL_high 2 CANL 

GND 3 GND 

Open 4  

Open 5  

TI0 6  

CANH_high 7 CANH 

TMODE 8  

Open （9）  

表６－２ 

 ○ は、必ず接続していただく信号線です。 

( )の信号線は、必要に応じてご利用ください。 

○,( )がついていない信号ピンは、絶対にターゲットシステム回路と接続しないで下さい。 
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６－２．代表的な接続例 

 

１．ＡＺ４１４での接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

＊ １ Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは 120Ω/60Ωをコントロールモジュールで切り換え可能です。 

＊ ２ r Entry時に使用します。 

＊ ３  必要に応じてご使用ください。 

 

CANH_high 

CANL_high 

TargetSystem 

GND 

CANH 

CANL 

Vss 

*1  

TVccs Vcc *2 

Ｃ”ａｒＮＥＴＩＭＰＲＥＳ

 

WDT *3 

TAUX3 *3 

/TRES *3 

TAUX4 *3 

(16) 

(11) 

(24) 

(2) 

(19) 

(9) 

(22) 

(1,26) 
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２．ＡＺ４１５での接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 

＊ １ Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは 120Ω/60Ωをコントロールモジュールで切り換え可能です。 

＊ ２ r Entry時に使用します。 

 

 

CANH_high 

CANL_high 

TargetSystem 

GND 

CANH 

CANL 

Vss 

*1  

TVccs Vcc *2 

Ｃ”ａｒＮＥＴＩＭＰＲＥＳ

 

(1) 

(7) 

(2) 

(3) 
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６－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイコン側仕様 ライタ仕様 

 T1   200ms （min） 

 T2 t2 ms    

 T3  50ms （min） 

    

    

    

     

     

 

 

 

 ※１： ”  ”は、HiZを示す。 

 ※２： r Entry時のタイミングです。(電源／基盤環境により異なります。) 

 ※３： デバイスファンクション実行中にリセットキー操作等で強制的に中断した場合／TRES、TAUX3、TAUX4は 

   一時ハンチング状態になり最終処理へと移行しますのでご注意ください。 

 ※４： ／TRESと WDTはオープンコレクタ出力です。 

 

 

CANH_high 

CANL_high 

*1 

TVccs 

T2 *2 

/TRES *4 

T1 
*3 T3 

*2 

WDT *4 
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６－４．プローブ 

 

ＦＣ８３９－Ｓ２を使って、ユーザ･ターゲット上のフラッシュＲＯＭにデータを書き込むためには、 

ＣＡＮターゲットプローブが必要となります。（別売） 

このプローブのご用命は、ＦＣ８３９－Ｓ２コントロール･モジュールとあわせまして、弊社サポート又

は弊社代理店までご相談下さい。 
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７．対象マイコンへの適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 

 

７－１．パラメータ変更（Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファン

クションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、のキーボード上

で変更できます。 

ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などが 

この範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 

マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコン 

自体の変更は、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 

（別売のリモートコントローラ：ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 

 

７－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） 

弊社では、ＰＣからＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ 

（ＡＺ４９０）を別売しております。このリモートコントローラでは、Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳの 

リモートコントロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 

リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメータ 

設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

① Device Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

② Flash Rom Area： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

③ Rom Block： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 

 アドレスとサイズを設定する事ができます 

これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを代表マイコン以外のマイコンに

対する対応が可能となります 

④ MCU Clock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

⑤ 通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

⑥ その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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７－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル 

（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）で接続します。 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、 

Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認 

することができます。 

リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータ 

テーブル変更が容易に行うことができます。 

また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロール 

モジュールにロードすることが容易に行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

C”arNETIMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 
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８．定義体交換機能 

８－１．定義体交換機能概要 

コントロールモジュールの機能として異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、コントロール 

モジュールの交換なしに、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体のダウンロード機能を 

使用して、スピーディな段取りがえが行うことができます。 

この定義体交換機能は、インプレスモジュールに定義体ライセンスを付加することにより、他の書き 

込み仕様をもつマイコンに対応するインプレスモジュールに交換することができます。 

定義体ライセンスは、弊社で販売しております。ご不明な点がございましたら、弊社または、代理店 

にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ETHERNET 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ C”arNETIMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

定義体ﾌｧｲﾙ(XXX.CM) 
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８－２．定義体交換方法 

定義体ライセンスが付加された、コントロールモジュールをＣ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳに実装した状態

にして、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ

画面の、Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｍｏｄｕｌｅ 欄にある Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｌｏａｄ機

能）により、コントロールモジュールの定義体交換を行います。（Ｃ”arＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ単体では、

この機能はご利用できません） 

定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたフロッピーディスクの中にある定義体ファイル 

（ｘｘｘ．ＣＭ）をこの機能により、コントロールモジュールにダウンロードすることとなります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ イメージ図です。（実際の画面とは異なることがあります。） 
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９．固有エラーメッセージ 

 

９－１．エラーメッセージ一覧 

下記の表はＦＣ８３９－Ｓ２でのみ出力されるエラーの要因と対策方法です。 

 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

ERR-NO.0120 

CAN ADAPTER ERR 

要因 CANアダプタの初期設定が出来ていません 

対策 
ライタと CANアダプタが正しく設定されているかを 

確認して、電源を入れ直し再度実行して下さい。 

ERR-NO.0121 

CAN INITIAL DATA SUM ERR 

要因 CANアダプタとの通信でデータの SUMエラーが検出されました 

対策 
ライタと CANアダプタが正しく設定されているかを 

確認して下さい。 

ERR-NO.0122 

RECEIVE DATA SUM ERR 

要因 データ受信中にサムエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0123 

ECHO BACK COMMAND ERR 

要因 ビジィフレームにエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0124 

SEND DATA SUM ERR 

要因 データ送信中にサムエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0125 

PACKET ID ERR 

要因 Packet IDにエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0126 

COMMAND RETURN CODE ERR 

要因 コマンドの誤入力 

対策 コマンドを正しく入力して下さい 

ERR-NO.0127 

UNKNOWN COMMAND 

要因 ＣＣＰプロトコルによるエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.0128 

COMMAND SYNTAX 

要因 ＣＣＰプロトコルによるエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.0129 

PARAMETER OUT OF RANGE 

要因 Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＩＤをこれ以上追加できません。 

対策 

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＩＤは１回しか登録できません。 

既にＳｅｃｏｎｄａｒｙＩＤが登録されていないか 

確認してください。 

ERR-NO.012A 

ACCESS DENIED 

要因 ＣＣＰプロトコルのステーションアドレスが一致しませんでした。 

対策 

コントロールモジュールのステーションアドレスとターゲット側

に設定されているステーションアドレスが一致しているか 

確認して下さい。 

ERR-NO.012B 

OVERLOAD 

要因 ＣＣＰプロトコルによるエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.012C 

ACCESS LOCKED 

要因 ＣＣＰプロトコルによるエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.012D 

RESOUCE 

      /FUNCTOIN NOT AVAILABLE 

要因 ＣＯＮＮＥＣＴコマンド、リトライオーバーです。 

対策 
ターゲット側のアプリケーションでＣＯＮＮＥＣＴ受信時に 

ビジー状態になっていないか確認して下さい。 

ERR-NO.012E 

VERSION MISMATCH 

要因 受信した Versionにエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.012F 

EXCHANGE ID ERR 

要因 受信した IDにエラーが検出されました 

対策 ―― 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

ERR-NO.0130 

RECEIVE CTR ERR 

要因 受信した CTR値にエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0131 

PASSWORD CHECK ERR 

要因 入力されたパスワードが正しくありません。 

対策 正しいパスワードを入力してください。 

ERR-NO.0132 

PASSWORD SIZE ERR 

要因 入力されたパスワードのサイズが規定値以外です。 

対策 規定値以内のパスワードを入力してください。 

ERR-NO.0133 

PASSWORD ADDRESS ERR 

要因 入力されたパスワードのアドレスが指定範囲外です。 

対策 指定範囲以内でパスワードを入力してください。 

ERR-NO.0134 

CAN DATA RECV TIMEOUT 

要因 データ受信中にタイムアウトエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.0135 

BTP SUM ERR 

要因 書込み制御プログラムロード中にサムエラーが検出されました 

対策 再度、書込み制御プログラムをロードし直して下さい 

ERR-NO.0136 

KEY ERR 

要因 KEY Fileの設定が正しくありません。 

対策 KEY Fileに登録されているアドレス、データを確認して下さい。 

ERR-NO.013C 

COMMAND ERR 

要因 コマンドにエラーが検出されました 

対策 ―― 

ERR-NO.013D 

BLOCK ERASE ERR 

要因 ブロックイレーズ時にエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.013E 

PROGRAM ERR 

要因 プログラム時にエラーが検出されました。 

対策 ―― 

ERR-NO.013F 

DISCONNECT ERR 

要因 ディスコネクト時受信データにエラーが検出されました 

対策 ―― 

 

注１：対策の欄において「――」となっている所はお客様自身で対処するのは困難な 

      エラーですので弊社サポートセンタまでお問い合わせ下さい。 

      Tel 042-333-6245  

      Fax 042-352-6107 
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１０．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社Ｃ”ａｒＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳフラッシュマイコンプログラマ専

用のコントロールモジュールです。弊社、Ｃ”ａｒＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳフラッシュマイコンプログ

ラマ以外ではご使用にならないでください。 

ＡＦ２２０，ＡＦ２１０，ＡＦ１２０，ＡＦ１１０，ＡＦ２００ではご使用できません。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用 

ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステム 

を破壊する恐れがあります。 

 

③ Ｃ”ａｒＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ライタ本体内部 

ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃ端子より消費いたします。 

 

④ コントロールモジュール（ＰＣカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマッティング）しないで

ください。イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロールプログラ

ム）も消去されてしまいます。 

 

⑤ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 

行わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する 

恐れがあります。 

 

⑥ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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